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「卒論」が実を結び 

金子 總子 
 夢がかなって私の本ができました。

この本は、現在中国で活躍中の児童文

学者で、詩人の尹世霖さんとその作品
を紹介したものです。 
１９３８年生まれの尹世霖さんは当

年６１歳。中国の現代史と共に歩んで

きました。本書にはこどものための朗

誦詩を約５０編選んで、日本語と中国
語を上下二段に並べて掲載し、これら

の詩の書かれた時代背景を解説してあ
ります。この解説は平成６年度に提出

した卒論を基にしたものです。卒論の

題名は「詩人尹世霖の作品とその時
代」（人間の探究専攻）で、紆余曲折

のはげしい現代中国の人々のありのま
まの姿を探りたいと考え、中国現代史

とそこに生活する人々の心を尹世霖さ

んの作品を通して理解しようとしたも
のです。そのなかの作品を一編紹介し

ましょう。 
 
    花と草 

   私が  好きなのは  どの花？ 
   私が  好きなのは  朝顔の花 
   暗い処へは  行かないで 
   光に向かって 這い昇る 
   朝早くから 咲きこぼれ 
小さいラッパを  ふいているよ 
 
私が  好きなのは  どの草? 
私が  好きなのは  えのころ草 
立派な公園に  行かなくても 
どんな山  どんな野でも  生えている 
青空に向かって  成長して 
大風が吹いても  倒れないんだよ  

 
この詩は１９８１年に書かれたもので、
１０年間にわたった文化大革命がよう

やく終わり、国中が近代化を目指して
動き出した頃の作品です。国中が混乱

し、疲弊している時期に書かれている

ことが、この詩の背景にある意味を深
めていると思います。小さい子どもの

ための４行の詩から歴史の一頁を切り
取った１２４行もある叙事詩もありま

す。卒論を書きながら、これらの詩を

もっと多くの人々に紹介したいと思っ
ていました。 
そのような願いから、平成１０年９

月に西新宿の「ギャラリー澤」で「尹

世霖の童詩の世界展」を開催しました。

多くの方々のお力添えをいただいて、

ささやかながらも有意義な催しとなり

ました。１１月にはこの展示会の様子
が、放送大学の「大学の窓」で「中国

児童文学にひかれて」と題されて紹介
されました。このことがこの本の出版

に結びついたのかもしれません。この

本の出版にあたり、序文は卒論のご指
導を受けた浜口允子先生に寄せて頂き

ました。このような幸運により「東京
文献センター」からこの本が誕生した

のです。放送大学に入学して卒業研究

に取り組んだことが私の人生に大きな
実りとなりました、心からお礼を申し

上げます。（『尹世霖・現代中国朗誦
詩の世界』東京文献センター出版 2,000
円税共） 
 

二冊目を翻訳して 
      高橋 昭子 

 前回の訳書ラスキン著『アミアンの

聖書』に次いで、二冊目の共訳書ウォ
ード著『カーライル・ラスキン・トル

ストイ』を出版した。この三人につい
ての研究書である。「ラスキン」が私

の卒業研究のテーマであった。けれど

も、今回はカーライルの章の翻訳に参
加した。カーライルとラスキンは師弟

ともいえる間柄で、卒論の頃からカー
ライルにも関心を持っていた。しかし、

不勉強のゆえに彼とその著書について

はまったくの暗闇の中に置きざりにし、
今回の翻訳という作業を通して漸く少

しばかりそれらを明るみに導き出すこ
とができた。彼の代表作として有名な

『サーター・リサータス (衣服哲学)』
にまつわるエピソード、J.S.ミルとのア
クシデント、家庭生活、アメリカのエ

マソンやドイツのゲーテとの交友など
も知ることができた。翻訳の苦労は本

ができあがったとき報われる。だが、

商業ベースにのったとはいえ利益を得
るには程遠い。この類の本は出す程に

赤字が嵩む。前回の『アミアンの聖
書』は新宿の「ぱる出版」がリスクを

負ってくれた。今回もということは許

されない。この翻訳グループはパソコ
ンを駆使して版下を作り上げた。だが、

それでも表紙、印刷、製本とプロの手
にまかせることも多い。今回は原書に

は収録されていない珍しい写真も掲載

できた。当初は出版社を設立すること
も考慮したのだが、それは断念し、再

度「ぱる出版」の好意を受けることに
した。 

この本はコンパクトにできた分、非

常に読みやすくなったと思う。ラスキ

ン、カーライル、トルストイおよび彼
らの著書について、その高潔な思想に

ついて、彼らの生い立ちについて、彼
らの悩みについて、この一冊でかなり

知ることが可能である。彼らの名声は

高く、著書もあまりにも有名で世界的
に高い評価を得ているにもかかわらず、

その著書は現在多くの人に読まれてい
るわけではない。もしこの中の誰か一

人にでも、あるいはどの一冊にでも心

の中に惹かれるものを持っていられる
方には、是非この本をお手にとってい

ただきたい。お近くの図書館にリクエ
ストも可能である。お買い上げくださ

るとしても、この本は安価だと思う。 
訳者代表による解説も興味ぶかい。

今世紀のはじめ（１９０１年）に書か

れたこの本は、日本でもその直後（１
９０３年）に住谷天来による漢文調の

訳書が発行された。ラスキンの初めて

のまとまった紹介となっている。今世
紀の終りにこの新訳が出版されるのも

何らかの因縁が存在するような気がす
る。２１世紀への展望も定まらない今、

２０世紀への予言者の言葉が何らかの

示唆を与えてくれるかも知れない。苦
労を共にした共訳の方々、そして「ぱ

る出版」に感謝申し上げ、出版の喜び
を分かち合いたいと思う。次回の共訳、

三冊目はラスキン没後百年にあわせて

Z・ハッサン箸『ガンジーとラスキ
ン』で、新しい視点から見たガンジー

とラスキンが詳論される。（M･A･ウ
ォード『カーライル・ラスキン・トル

ストイ』ぱる出版 1,500円税別） 
(なお、「ジョン・ラスキン：思索するま

なざし－御木本隆三旧蔵書を中心に」と題
するラスキン没後百年展、�ラスキン文庫、

㈱ミキモト共催が平成 12 年 3 月４日－14日、

銀座ミキモト本店ホールで開催される。)  
 

私の著書 
皆川 昭三 

 都市、地方を問わず、交通戦争或い

は交通地獄と言われて久しい。が一向

に事故は減らず、日常の行動にも時間
的ロスを招く事が多い。 
 渋滞の中でイライラしたり、先を急
ぐあまりヒヤリと肝を冷やしたりする

経験も相変わらずである。 
 そんな時、一気に連なる車列の上を
飛び越えられたら気持ち良かろうに。

この車社会に代わって空中を自由に飛
び交って行けたら、もう新しい道路建

設も不要で、地球の緑も回復してくる

に違いない。そんな空想からストーリ
ーが生まれた。 
 私の名前の語呂に合わせ、「伊奈川
創造」という会社が、従業員の見事な

協力でジェット空艇を創造し、予定の

特特集集：：  
      本本ををつつくくりりままししたた！！  
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コース往復を見事に成し遂げ、一躍日

本の注視の的となったという空想科学

の話である。 
筋書きのポイントは一人乗りのジェ

ット空艇を発明する会社の苦心と、懸

命な努力を続ける従業員の熱意を描い

たところにある。積極果敢な創造力が

業績不振に陥る会社を救い、遂に念願

が達成された時の喜びが読者にも伝わ

るならば有り難い。念願のジェット空

艇が世に出て交通手段の変革をもたら

し、マイカーに代わる。自家用ミニ飛

行機とも云えるこの乗り物が、交通渋

滞をも一気に解決する小気味よい想像

の世界が貴方の心を包んでくれること

でしょう。登場人物が、ひょっとした

ら貴方かもしれません。侃々諤々の議

論をする辺りは、或いは経験者も、そ

んな小説で胸躍る思いでペンを走らせ

ました。この本は、国立国会図書館に

も献本した。(『人が飛んでいく』創栄

出版（株）1999年 1,143円税別) 
 
   体験の数々を一冊の本に 

               當間 いく子 
 仕事をしながら子育てをする不安か
ら、子どもの成長に合わせて保育園や

学童保育の父母の会や、地域の子ども

会、ＰＴＡなどに関わってきました。 
 孤独になりながらも、地域の父母と

関わることで「子育て」を乗り越えら
れ、子どもを通して知り合えた多勢の

父母の力の大きさを感じてきました。

それらの源となる「大田の子ども会少
年団」の活動記録や、子ども達の声を

いっぱい収録し経験を綴りました。私
たちの活動記録として残すことが出来

ました。 
 この本『大田の子ども会少年団』は、
B5版 116頁で私たち少年少女組織を育

てる大田センターの指導員と父母たち
の協力で、四人の編集委員が情熱を傾

けたものです。既に、多くの方々から

好評を頂き同時に励ましの言葉も寄せ
られ、苦心の甲斐があった事を喜んで

います。まさに記録は宝なり。(『大田
の子ども会少年団-青空学校は友達をつく

る学校だった』少年少女組織を育てる大

田センター発行  1999年) 
 

卵
２ 

  
                       藤井 輝 

 卵
２ 

 とは「卵の卵」のつもりで表

現しました。実は、私が小説を書き始
めた動機を聞かれて、ちょっとたじろ

いだところです。それは「卵の卵」ゆ
えんで内緒にしていたからです。 
 ６年ほど前になりますが、初めて書

いた作品が、文藝春秋社「オール読物
推理小説新人賞」の最終審査に残った

ことがあり、それに気を良くして書き

続けています。しかし、最近は充電期

間と称して読書に時間を割き(これも卵
の勉強）、鳴かず飛ばずの期間が長く

なりすぎて、この卵は、はたして孵化
する見込みはあるのだろうか？と知る

人ぞ心配してくれます。 
 動機はといえば、最初の作品は小説
の形態を執っておらず、企業における

人間関係を書き綴ったことに端を発し
ます。これも企業戦士と言われたちょ

っと若い頃の悩み事ですから、格好い

いものではなく「あの野郎、ぶつ殺し
てやりたい！」なんて、物騒な話が推

理小説に形を変えたわけです。決して
過激な性分ではないつもりですが、内

容は過激にしました。最終審査に残っ

たのは、それだけリアリティが有った
ということでしょうか。ちなみにその

作品のタイトルは「怒りのベクトル」
でした。 
 私は文学とは凡そ縁のない技術系で、

専門は電子工学系自動制御です。３０
年ほど電機メーカーの研究所で、生産

技術の研究・開発に携わってきました
が、人間関係は話題が豊富で、小説の

ネタの宝庫かも知れません。 
 今後は卵が化石にならないよう頑張
りたいと思います。 

 
私に不可能なことは無い 
―マニュアルがあれば― 

                                                  松本 清康 
 自分のことは良く分からないが、他

人のアラは良く分かる。それでちょっ
としたことも気になり、あの人は変わ

った人だなどと思い込む。他人の癖は

すぐ気がつくのに、自分には癖など無
いと言い張るのと同じである。自分の

目で自分が見えず、自分の声が自分で
聞こえないようなものである。自分の

声は骨を伝わって直接耳に入るためテ

ープレコーダーで聞いた声とは全く違
う。人に厳しく自分に優しいという現

象はこの様に自分自身の悪いところや
癖が見えないためではないかと思う。 
 それで自分のことではなく西田幾太

郎の研究などといって他人を研究する
ことになるのだと思う。そして、研究

が進めば西田幾太郎だったら、この様
なときにどうするかなどということも

分かるようになるのではないか。つま

り、西田幾太郎のシュミレーションが

できるようになる。西田幾太郎になり
きる人も出てくるかもしれない。良く

アイドルにあこがれていつの間にかそ
のアイドルになりきってしまうファン

のように。 
 資生堂専務尾澤達也氏が、日経産業
新聞 1997年 8月上旬の「美の科学 3
2」で、「脳はハードウエアであり、個
体の死とともに消え去る。ところがこ

ころは、いわばソフトウエアだが、ど

うも私には残るような気がする。この
関係はコンピューターのハードウエア

とソフトウエアの関係に似ている。こ
ころはハードウエアである生体の一部

である脳の中に生ずる。今、私たちは

自分たちの脳の中に『ゲーテのここ
ろ』や『漱石のこころ』を再現するこ

とができる。こころというソフトウェ
アはずっと生き続けている。」と述べ

ておられる。 
 西田の心というソフトを構築するこ
とが西田哲学を研究することだと思う。

それは西田の考えた知識のリストでは
なくて、この問題に西田はどう答える

かという考え方の枠組みが問題だと考

える。 
ところで、ファーストフードの店や

コンビニエンスストアの店などはマニ
ュアルがしっかりしていて、それを読

めば素人でも経営ができるらしい。そ

れがうまくいったので世界的に成功し
たのだ。そして、マニュアルはその企

業のノウハウが詰まっているという。
著作権などで保護されている。マニュ

アルさえしっかりしたものがあれば、

子供でも飛行機が操縦できるというこ
とで、パイロットが急病で子供か女性

が操縦して着陸するという映画があっ
た。すべての場合について記述してあ

る完全なマニュアルさえあれば、何で

もできる。 
けれども、良きマニュアルさえ与え

られれば私に不可能なことはない、と
いうのは嘘である！最近の家電製品や

車など取扱説明書は製造物責任の関係

で、やたらやってはいけないことが羅
列してあって、なぜいけないのか、ど

こまで自由に取り扱えるのか、見当が
つかない。マニュアルの要領で書いて

くれれば、良く分かるのではとも思わ

れる。しかし、パソコンの取り扱い説
明書で経験したように、少しも昔と変

わりなく、やはりマニュアルでは理解
できないのではないか。 
 これは、いわゆるマニュアルという

ものが対応できるのが、生活常識を互
いに知っていることを基礎としている

場合に限られるからだと思う。コンビ
ニなどのマニュアルは、挨拶などのよ

うな、人と人との関係や接し方と言っ

  
日日々々のの行行いい   
日日々々のの考考ええ  
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た生活常識に基づいた手順書ではない

かと思う。 
 円が高くなれば株価が安くなるのは
経済の常識だが、生活常識からは理解

できない。電気の火花は生活常識では
最短距離になる間で起こると思われる

が、電気の常識では最短距離は関係な

い。勤務先で地震等の災害時マニュア
ルを作れと言われたことがあったが、

いろいろな場合が出てきて書ききれな
くなってしまった。９０％以上が当然

のことなので、改めて書くほどのこと

ではなかったのだ。しかし、電気屋に
は当然と思ったことも、土木屋や機械

屋、事務屋には当然ではないものもあ
った。また、逆の場合もあった。想定

できることはすべて書き出さないと、

マニュアルとしては意味をなさないが、
それは不可能である。つまり、非常時

には想像もできないことが当然起こる。
今までの経験の積み上げであるマニュ

アルでは、役に立たない。そのとき必

要なのは、基本に戻ることである。電
気の故障なら、その原理に立ち返り原

因を追及する事だと思う。 
 「脳はハード、心はソフト」と言っ

たときのソフトは、いわゆる計算機の

プログラムというただの手順（マニュ
アル）のことを言っているのではない。

西田幾太郎の研究と同じで、これが西
田幾太郎の考え方そのものであり、西

田幾太郎のパラダイムなのだと思う。 
 災害時のマニュアルは各専門ごとの
パラダイムが分かっていることを前提

にして作るべきだと思う。そして、基
本的な方針を明示し、一番起きそうな

事例を例として適用方法を示すべきだ

と思う。専門が違うとマニュアルも変
えなければならない。つまり、誰にで

も適用できる完全なマニュアルは絶対
ありえない。すべての専門分野に通じ

ていれば可能だが、そうしたらマニュ

アルの必要は無い。しかし、それでも
マニュアルを欲しがる。このマニュア

ル通りやったのだから、結果は良くな
くても免責されると言う保証が欲しい

のである。マニュアル通りやったのだ

から、問題が起きても私には責任は無
いという免罪符を求めているのではな

いか。 
 世の中の進歩と複雑さは一つの専門

でなく多くの専門分野の知識を必要と

している。生涯教育はそれが目的で、
放送大学もそのために作られたはずで

ある。高校の教育では地学をやらなく
なったとか数学も範囲が狭くなったと

聞く。経験的な知識はどんどん増え、

また社会の変化に伴ってその内容も変
化してきた。必要なパラダイムは多方

面にわたり、ますます生涯学習の必要
性が増してきたと思うのであるが、マ

ニュアルという免責を保証するおふだ

にすがりつく輩も多いと思うこの頃で

ある。コンピューター全盛のこの世の

中で、中世の免罪符のような迷信がの
さばっている気がする。 
 

ＣＳ放送と私 
芝崎 芳和 

 放送大学の講義が CSを使って放送

されてから、早くも一年半を過ぎまし
た。 
 これまで関東地方に限られた放送が、

衛星を用いることで、全国の受講生や
教育機関などが直接受信できるように

なったこの感激……などと、私が口は
ばったことを述べる立場には勿論ない

のですが、私には少し違った感動と沢

山の思い出があるのです。 
 もう２０年以上の年月が経ちました。

昭和５２年（１９７７年）１２月に、
国の宇宙開発計画の一環として、実験

用中容量静止衛星 CS が打ち上げられ、

「さくら」と命名されました。翌年の
５月には定常運用に入り、本格的な通

信実験が開始され、私の奉職していた
電電公社もこの実験に参加したのです。  
 CS実験は、郵政省が主催し、宇宙開

発事業団の協力によって、郵政省電波
研究所と電電公社の横須賀電気通信研

究所が主体となって実施することにな
りました。私はその頃、横須賀通信研

究所に勤務を命ぜられ、野比にある衛

星実験所に毎日のように通っていまし
た。ここで「門前の小僧」的ではあり

ましたが、多くの衛星通信技術を学び
ました。 
 静止人工衛星の原理、人工衛星の姿

勢制御や位置制御、地上からの追尾の
方法、衛星の電源にからむ静止衛星の

食の話まで、それまで聞いたこともな
い話に目の廻るような思いでした。特

に興味を引いたのは、CSは国内通信衛

星であることから、よその国へは電波
が飛ばないように、衛星のアンテナが

日本列島に沿って放射特性を考慮され
設計され、作られていることでした。 
 実験用 CSには８台のトランスポン

ダが登載され、２台はマイクロ波帯用
で、６台が準ミリ波帯用でした。国内

通信衛星に準ミリ波帯が用いられたの
は世界で初めてでしたし、デｲジタル通

信の TＤMA 方式には世界中の通信関

係者が注目していたようです。 
 京都で開催された IEEEの総会だっ

たと思いますが、会場での車載地球局
の展示実験には、居並ぶ世界の学者達

も驚嘆したと聞いています。実は私達

は留守番をしていたのですが、その折
しも、あの宮城県沖地震（昭和５３年

６月１２日）が発生したのです。仙台
で衛星地球局の実験を行うため、榴ヶ

岡電話局の屋上に、長径が１５米もあ

るオフセットアンテナの取り付け工事

中であったのです。地球局の構成を担

当していた私は、当番を代わってもら

い、特急列車（新幹線はまだ無い）に
飛び乗って、６時間以上も立ちっぱな

しで、停電で真っ暗闇の仙台に辿りつ
きました。回りの民家や学校、墓石ま

でも倒壊が見られましたが、幸い建設

中の実験設備には重大な被害は無く、
ほっとしたことを思い出します。 
 話がちょっと戻りますが、通信実験
の最初のアナログ信号にテレビ信号を

伝送したのです。それが「孤島に築

く」という１６ミリの社内記録映画を
VTR変換したものでした。これは昭和

４７年（１９７２年）５月の沖縄本土
復帰に備えて、鹿児島と沖縄を結ぶ通

信回線を確保するため、トカラ列島伝

いにマイクロ無線回線を構築した時の
ものでした。悪石島という小さな島で、

地元の献身的な協力を頂いて完成した
お祝いに、お餅をついている光景でし

た。杵の上げ下ろしの送信と折り返し

受信の時間差がはっきり見られ、３万
５８００キロの静止衛星と電波の速度

を実感させられました。 
 テレビ中継回線の全国網化や電話の

全国自動化を目指してきた私達には沖

縄本土復帰は大きな節目でもあったの
です。しかし、復帰後も南大東島や小

笠原諸島ではテレビが見られなっかっ
たのです。そこで CSを使って電話や

テレビを中継することには、大きな意

義がありました。このための実験に、
私達の関係した八丈島の VHF無線中継

所跡を使ったのも思い出の一つです。 
 門前の小僧ながら参画できた CS実
験が、２０余年の歳月を経て放送大学

の全国的エリア拡大につながり、私達
の身近なものとして実現したことに新

たな感動を覚えたのです。実は私の住
んでいる処はビル陰のため、UHF 地上

波は受信状態が悪かったので、CSによ

る放送を待ち望んだ一人でもありまし
た。 
 先日、放送大学の『大学の窓』で、
八丈島での受講者紹介を視て懐かしく

なり、改めて平成１０年１月２１日の

特別番組の VTRを再生し、感動を新た
にした次第です。 
 

介護保険の実施を前に 
齋藤 隆 

 秋とはいえ夏を思わせる日、ウｲリン

グ横浜へ向かう途中で久し振りにＴ先
生から声をかけられた。Ｔ先生は歯学

部の解剖学教室で研究に励んでおられ

る。ウｲリング横浜は福祉保健研修交流
センターの名称で、介護支援専門実務

研修で何度か足を運んでいる。Ｔ先生
の問いかけに、行き先を告げると関心

を持たれたようであった。今回は、介

護保険に関する情報を収集するために
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ウｲリング横浜に行くところで、十年来

歯科の在宅診療を通じて在宅ケアに関

心を持つようになり、あわせて介護支
援専門員となったことなど、私自身の

ことを話し、間もなく別れた。 
 ２０００年４月１日の実施に向けて、

介護保険への注目度は益々高まってき

た。実際、新聞等のマスコミは連日の
ようにこの制度について取り上げ、ま

た数多くの出版物も発行されている。 
 一方で、福祉サービスの規制緩和に

より、様々な民間企業のシルバービジ

ネスへの参入が活発化してきた。厚生
省の試算によると、２００５年の高齢

者市場規模は、８兆円近くにのぼる。
この背景には、介護保険制度のめざす

もののひとつに民間活力の活用がある

ことが考えられる。福祉サービスに競
争原理を導入し、より質の高いサービ

スを利用者に提供しようとするもので
ある。民間企業の多様なサービスを選

択する事ができることが、従来の与え

られる福祉サービスと異なる点である。  
 けれども、利用者の選択の幅が介護

保険導入によって広がるとはいえ、介
護給付が限られ、今まで受けられてい

たサービスが受給できないケースも生

じる。また、サービスの種類も包括的
で無制限に利用できるものになるとは

限らない。 
 介護保険制度は要介護者への様々な

介護サービスによって、自立を促すこ

とを目的としている。民間事業者の参
入に対して、厚生省は「利潤追求とい

うインセンテｲブで対人サービスの質が
向上し、市場の活性化も期待される」

と考えている。利潤を追求するため、

事業者は要介護度の高い利用者を抱え、
しかも症状が改善されても現状のまま

でサービスを提供し、自立を阻むこと
も心配される。いわゆるモラルハザー

ドが起こることが懸念されるとの指摘

もある。 
 こうした民間サービスに対しても、

今までのように上から与えられた福祉
サービスと同じだという利用者や行政

サイドの声も聞こえてくる。従来の制

度での介護サービスに満足している人
達も少なくないのも事実で、その調整

がなかなか難しいところだ。 
 医療に市場原理を導入したアメリカ

では実際にモラルハザードが顕在化し

た。日本でも、それを警告する識者も
数多くいる。福祉サービスに市場原理

を導入すれば、福祉の商品化は当然起
こってくる。 
 社会福祉基礎構造改革により福祉制

度は大きな転換を迎えようとしている。
そのキーワードが「措置から契約」で

ある。我国の福祉事業は措置制度によ
って行われてきたため、福祉サービス

の多様性、利用者の選択権に乏しいと

されてきた。そこで、給付と負担の関

係を明確にし、利用者の選択により介

護サービスを総合的に利用できるよう
にしようとするのが、介護保険制度の

理念ともいわれている。 
 総務庁の高齢者意識調査によると、

将来の日常生活に不安を感じると答え

た人は６３．６％であり、その理由と
して、要介護状態になることと答えた

人が５２％であったと公表した。 
 要介護者の数は、２０２５年には現

在の倍近くの約５２０万人になると推

測されている。これに対してサービス
の担い手のマンパワーが不足するとい

う危慎もある。   
 老後の最も不安な要因である介護を

社会連帯によって支え合い、その上老

後の安心を得ることができる質の高い
介護給付を、そしてさらに公平で誰も

が納得できる給付と負担のバランスを
築きあげていくことが、今後求められ

るのではないだろうか。 

 

相馬 純子 
 ペリー提督の率いる黒船艦隊が１８

５３年浦賀に来たことは歴史で学ぶが、
その時一隊の少年鼓笛隊と二隊の軍楽

隊が同行していた。しかも犬一匹も同

行していたとは初めて知った。博物館
の一般公開されていないという絵巻物

に、上陸の様子が詳細に描かれていた
ことは驚きであった。しかも幕府側の

整列した人物名まで記入されていると

は考えてもみなかったことである。 
 ペリー提督の献上品には、モールス

信号機や蒸気機関車、炭水車、客車の
模型なども描かれており、当時のアメ

リカの技術水準の高さを示すものであ

った。 
 音楽隊が演奏したという曲をテープ

で聞かせていただき、さらに驚いた。
アメリカ国歌（プレジデントマーチ）、

アルプス一万尺、主人は冷たい土の下、

草競馬など現在の私達になじみの深い
曲が演奏されていた。幕末の武士達が

どのような思いでこのようなリズミカ
ルな曲を聞いたのであろうか。 
 米艦水兵を埋葬したという横浜（現

在の元町）の増徳院跡地を探り、絵に
描かれている地形を確認すると共に、

この水兵が埋葬された場所が外人墓地
の始まりという、まさに現場を訪れ見

ることの大切さを実感した。 
 

渡辺 新一 
 「……上喜撰たった四杯で夜も寝れ

ず。」と広く伝えられていますように、

１８５３年のペリー提督一行の黒船艦
隊来訪は、近代日本の夜明をむかえる

事件でありました。その一幕が久里浜
の地に行なわれましたが、この研修旅

行で音楽との関わりを訪ねながら、当

時を偲ぶことが出来ました。浦賀、横
須賀、横浜をめぐっての、笠原先生指

導の研修旅行は、楽しい勉学の一日で
ありました。所長先生以下職員の皆さ

んのお世話に感謝を申しあげます。今

回の研修旅行では、これ迄史跡だけに
重点をおいて観ていたのが、音楽とい

う新しい視点から見ることができた事
で、新たな発見を感じました。また絵

巻物などから、当時の人々がどのよう

な気持ちで新しい文化を受容したかを
読み取ることができ、大変意義深かっ

たと思います。 
追記：その後、NHK ニュースをみて

いましたら、当時の軍楽隊が演奏して

いた楽曲「ヘール・コロンビア」の欠
損していた楽譜が補われ、横浜消防音

楽隊によって演奏されたことが報道さ
れていました。懐かしく研修の一日を

想い出しました。 
 
 

平平成成 1111 年年度度神神奈奈川川学学習習セセンンタターー   

学学生生研研修修旅旅行行

参参加加感感想想文文   
－－ペペリリーー来来航航とと音音楽楽－－   
  
          去去 るる １１ ００ 月月 １１ ９９ 日日 にに 、、 神神 奈奈 川川 学学 習習 ｾｾ

ﾝﾝ ﾀﾀ ｰー恒恒 例例 のの 学学 生生 研研 修修 旅旅 行行 がが 、、 笠笠 原原 潔潔 先先

生生 （（ 音音 楽楽 学学 ）） 指指 導導 のの もも とと にに 行行 なな わわ れれ

たた 。。 『『 太太 平平 のの 眠眠 りり をを 覚覚 まま すす 』』 とと 謳謳 わわ

れれ たた ペペ リリ ーー 提提 督督 のの 率率 いい るる 黒黒 船船 艦艦 隊隊 にに

はは 、、 一一 隊隊 のの 少少 年年 鼓鼓 笛笛 隊隊 とと 二二 隊隊 のの 軍軍 楽楽

隊隊 がが 同同 行行 しし てて いい たた 。。 彼彼 らら はは 、、 どど のの よよ

うう なな 音音 楽楽 をを 演演 奏奏 しし たた のの かか 。。 そそ れれ にに 関関

しし てて はは 、、 どど のの よよ うう なな 史史 料料 がが 残残 ささ れれ てて

いい るる のの かか 。。 今今 回回 のの 研研 修修 旅旅 行行 でで はは 、、 彼彼

らら のの 足足 跡跡 をを 辿辿 りり なな がが らら 、、 黒黒 船船 来来 航航 時時

にに 行行 わわ れれ たた 奏奏 楽楽 のの 模模 様様 にに つつ いい てて 探探 究究

ししたた。。     
    まま ずず 、、 １１ ８８ ５５ ３３ （（ 嘉嘉 永永 ６６ ）） 年年 ７７ 月月

のの 第第 一一 回回 来来 航航 時時 のの ぺぺ リリ ーー 上上 陸陸 のの 舞舞 台台

とと なな っっ たた 久久 里里 浜浜 をを 訪訪 れれ 、、 上上 陸陸 地地 点点 をを

見見 定定 めめ るる とと とと もも にに 「「 ペペ リリ ーー 記記 念念 館館 」」

をを 見見 学学 しし たた 。。 ささ らら にに 『『 浦浦 賀賀 文文 化化 セセ ンン

タタ ーー 」」 をを 訪訪 問問 しし てて 、、 浦浦 賀賀 にに 来来 航航 しし たた

黒黒 船船 にに 最最 初初 にに 乗乗 りり 込込 んん だだ 浦浦 賀賀 奉奉 行行 所所

与与 力力 中中 島島 三三 郎郎 助助 のの 事事 績績 をを 学学 んん だだ 後後 、、

横横 須須 賀賀 市市 自自 然然 ・・ 人人 文文 博博 物物 館館 でで 、、 ペペ リリ

ーー 来来 航航 時時 にに 作作 成成 ささ れれ たた 絵絵 巻巻 をを 拝拝 観観 しし

たた ..     
      最最 後後 にに 、、 １１ ８８ ５５ ４４ （（ 嘉嘉 永永 ７７ ）） 年年 ２２ 月月

のの ペペ リリ ーー 第第 二二 回回 来来 航航 時時 のの 舞舞 台台 とと なな っっ

たた 横横 浜浜 のの 情情 景景 をを 見見 なな がが らら 、、 幕幕 末末 のの 横横

浜浜 にに 鳴鳴 りり 響響 いい たた 当当 時時 のの アア メメ リリ カカ のの ヒヒ

ッッ トト ・・ ナナ ンン ババ ーー のの 数数 々々をを 楽楽 しし むむ ここ とと

ががででききたた。。   
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赤松 孝子 
 ペリー提督率いる黒船の来航は遠い

遠い昔の話と常々思って居りましたが、
たまたま山梨の田舎で先祖を調べて居

りましたところ、嘉永５年という文字

が戸籍謄本から読みとれました。この
時代に我が祖先が鎌倉の裏街道ぞいに

逃げて来て住みついたという説を村の
年長者から聞いた事を思い出しました。

ペリーの来航が何か身近なものに感じ

ました。まず“現地に行け”と笠原先
生がお話をしていらっしゃいましたが、

その通りだと思いました。 
 外人墓地は横浜に行くと度々訪れた

場所でしたが、その由来などはわから

ずに居りました。 ミシシッピーの乗組
員ローバート・ウィリアムの葬られた

場所から始まって、現在の外人墓地と
なった話など知らずに、海の見える方

ばかりを歩いていたのです。横浜村山

下なる増徳院に葬りたる時のスケッチ
をみて、今の山下町を重ね合わせ、時

の流れを思いました。大平の眠り覚ま
した黒船と、それ以降の日本の歴史を

もう一度勉強してみたくなりました。 
 

鈴木 由子 
 歴史を勉強する際、注意しなければ

ならないことが何点かある。ある特定

の人物を中心に置き、その事跡をたど
ることにのみ片寄りすぎ、その人物を

過大評価してしまうことがあるが、幕
末史に関してもその傾向が強いように

思われる。具体的にいえば薩長下級士

族の過大評価と幕府側の政治・外交の
過小評価である。今回の研修で中島清

司・三郎助父子のような浦賀与力・同
心、堀達之助のような通詞などの下級

幕臣にスポットをあてるような勉強は

とても大切だと思われた。 
 また今回のように、歴史を見る時、

この時代の人はどんな音楽を聞き、ど
んな歌を歌っていたのだろう、と考え

るのも楽しいと思った。 
 

吉野 美代子 
１．コスモスを見に何度か訪れた久里

浜がペリー提督一行の上陸の場であり、

そこに海兵隊や水兵・軍楽隊・鼓笛隊
数百名が降り立ったのだと聞く。海岸

に立ってその狭さを体感でき、そのと
き歌われたのが、いまも親しまれてい

る「アルプス一万尺」であると知った

ことは驚きであった。 
２．黒船に一番乗りした 浦賀奉行所の

与力中島三郎助が、その後数奇な軌跡
をたどり、後に函館の五稜郭で戦死し

た、という個人の歴史も興味深かった。  
３． 元町の君島ブティックの入ってい
るビルがその昔増徳院であり、ペリー

の２回目の来航時に死亡したウィリア

ムが裏手の外人墓地に埋葬され、その

資料を現場で確かめることができたこ
とは有意義であった。 
４． 横浜沖に停泊中のポウハタン号艦
上でミンストレルショウが行われ、フ

ォスターの「オ、オ、スザンナ」や

「草競馬」が、白人によって黒人訛り
の歌詞をつけられて「ミンストレル・

ソング」としてうたわれたことは、と
くに興味深かった。 
５． 横須賀人文博物館に於いて、ペリ

ー来航時の絵巻物を比較して見ること
ができ、実際の色、人数、雰囲気まで

も感じとることができた。 
 

大出 鍋蔵 
 横須賀市は西暦２００３年がペリー

来航１５０年に当たるため記念行事を
計画しており、わたくしたち「浦賀古

文書研究会」並びに「浦賀歴史研究

会」はペリー来航前後の資料収集、翻
刻、解読などを行っています。そのよ

うな時に、去る二月には「ペリー来航
と音楽」の面接授業が開設され、さら

に今回現地への研修旅行が計画され、

願ってもない好機と考え参加致しまし
た。 
 特に「音楽」との関係からペリー来
航を研究されたものはなく、わたくし

たち郷土史研究仲間にとっては極めて

興味深いものです。当時の現地浦賀の
様子を伝える古文書は極めて少なく、

浦賀では詳細なものは発見されていま
せん。 
 浦賀にはそれ以前にも大型西洋帆船

はしばしば来航していて住民は見慣れ

ていましたが、蒸気船の出現は初めて

であったため、驚きは大きかったよう

です。しかし、浦賀奉行に勤める与
力・同心は風聞からアメリカ船の渡来

を察知して、再三、浦賀奉行に問うて
おり、一ヶ月余り前まで厳しい警固訓

練をしていた記録が残されています。

だが、ペリー上陸時に小笛隊と軍楽隊
の演奏する中、一糸乱れぬ行動を集団

でする様子を見た与力・同心の多くは、
刀剣をもって一対一で戦うわが国の戦

法ではとても勝目はないと悟ったと言

われており、大船建造と洋式軍隊の必
要性を痛感したのです。 
 おそらくその時に演奏された音楽も
洋式軍隊には必要不可欠のものとして

認識されたのではないのでしょうか、

面接授業と研修旅行を通じて感じまし
た。話は違いますが、敗戦後米軍の基

地となった横須賀では米軍の慰安のた
めに、専用のクラブでジャズが演奏さ

れ、日本のジャズ界に大きな影響を与

えています。そして、最近では毎夏野
外で盛大な演奏会が開かれています。 
最後に副浦賀奉行と名乗り、交渉に

当たった与力・中島三郎助は翌年の１

８５４年、浦賀で日本最初の洋式帆船

を建造しており、更に幕府が日本海軍
創設のために開設した長崎海軍伝習所

に派遣され、特に「軍艦製造を重点的
に心得ること」の任務が課せられてい

たのです。それ故、ペリー艦隊との交

渉のために乗船した中島三郎助が船の
構造を詳しく検分したことがペリー側

の印象を悪くしたことは頷けます。彼
は造船技術者でもあったのです。 
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放送大学同窓会 

 
放送大学神奈川学習センター同窓会

は、同窓生でサークルを作ろう、とい
う企画を二つ発足させました。 

 
*グランドゴルフ   
10月 17日、第 1回発会式を兼ねて大

岡センターのグランドで実施しました。
藤井会長の挨拶、ルール説明、練習の

後ゲーム開始。最初のチャンピオンは

黒瀧美代子さんでした。このグランド
を拠点に今後、月 1程度で活動をする

予定です。興味のある方は、是非ご参
加下さい。 
問合せ先：金子和子: 
Tel・Fax：045-621-3387 
 
*Shall we dance?    
年 2回小パーティを開催予定、それに
備え不定期に練習します。 
問合せ先：西浦久晏 
Tel：045-781-4638  
 
*******見学会のおしらせ******* 
2000年 1月 29日(土)に海老名の泉橋酒

造の見学会を実施します。 
冬は熱燗が良いですね。 
問合せ先：出口仁美 
Tel・Fax：0467-24-0160 
 
***フォスターチャイルド訪問*** 
同窓会はフォスタープランに参加し、

現在 4人のチャイルドを支援していま
す。その一人のソムチャイ君に会うの

と、現地で我々の援助金がどのように

使われているかを視察に行きます。現
在 6人の賛同が得られ、2000年 2月９

日～2月 13日の 6日間、タイの北東の
町 UdonThaniから更に奥地へとソムチ

ャイ君の村を訪ねます。 
 フォスタープランに興味のある方は、
１月下旬に学習センター談話室に活動

内容を展示しますので是非ご覧下さい。  
問合せ先：田澤誠一:Tel：0468-66-6050
 E-mail:NBB02754@nifty.ne.jp 
 

 
Nancy Class & “うえるかむ” 

 
 今年の 1月で Nancy Classができて

4年半になります。一ヶ月に 2度なの
で遅々とした歩みですが楽しく続けて

います。 
 “うえるかむ”は Nancy Classと殆

ど同じメンバーでラジオ講座の｢英会話

入門｣やインターネットから入る“Mag
 Mag”の英字新聞を読んだり、興味あ

るものを取り入れてオシャベリに花を
咲かせています。 
又、各支部合同行事では今年はタイ、

台湾に続きいよいよイギリスの Open 
universityを訪問予定です。小さな国際

交流にあなたも参加なさいませんか。 
*例会 
“Nancy Class” 
    第二水曜 10：00～11：30 
    第四水曜 10：00～11：30 
“うえるかむ”…神奈川… 
    第三木曜 13：30～15：30 
    第四水曜 13：30～15：30 
   *各支部合同…毎月一回程度 
*サークル参加ご希望の方は下記へお問

い合わせください。 
星 ：045-844-9647 
坂本：0467-31-8036（19時以降） 
 

人間学研究会 
 
【例会予定】 
○1/ 9(日)討論「1900年代はどのような
時代であったか」 
○2/13(日)卒業研究発表「単身者の高齢

期生活」 
○3/18(土)～19(日)人間学研究会研修旅

行で、放送大学本部のセミナーハウス
に１泊します 
 １日目：久里浜～鋸山～本部セミナ

ーハウス（泊） 
 ２日目：国立歴史民族博物館見学を

予定しています 
○4/ 9（日） 総会 
 
【歩きましょう予定】 
○2000年元旦ウォーキング 1/ 1（祝） 
ＪＲ上野駅公園口改札前に 8:40AM

にお集まり下さい。鏡開きがあります
から、コップを持参して下さい 
○鎌倉初詣ウォーキング 1/ 8(土) 
 金沢文庫～六国峠～鎌倉宮～鶴ケ岡

八幡 
○東海道自然歩道を歩く 2/18～2/20
（金～日） 
 藤枝～高根山～金剛院～春埜山頂～
秋葉神社～熊 
○第 11回おくのほそ道を歩く 3/24～
3/26(金～日)） 
 鏡石～須賀川～郡山～二本松～福島 
連絡先：大出 鍋蔵  Tel:0468-41-7937 

 
神奈川放友会 

 
 新年おめでとう御座います。 
 ２０世紀最後の新年を迎え学習もラ

ストスパートに入っていることと思い

ます。 
 神奈川放友会は会員相互の交流の輪

を広げて親睦を図り、学習を援助する

学生団体で下記のサークル活動をして

います。 
・行楽と研修を兼ねた旅行 

・ 研修旅行（大学本部・図

書館等） 
・ 旅にいこう会（行楽地・

名所史跡等） 
・学習に関する情報交換 
・会員相互の研究発表 
 放送大学での学生生活をより一層充

実させ交流の輪を拡げたい方の入会を

お待ちしています。 
・行事予定（１月～３月） 
２月２０日（日）旅にいこう会 
３月１８日（土）例会（翌年度計画）                 

照会／入会申込 連絡先 
〒235-0023横浜市磯子区 1-15-1 810号 
                             吉田 昭二 
                             吉田万里子 
                     Tel/Fax : 045-752-2783 
 
神奈川放友会の活動報告（その１） 
                                            村上 信子 

 神奈川放友会の大学本部研修旅行

（９月１１日～１２日）に参加した。

朝８時横浜駅集合、途中１人参加で計
９人のグループで出発した。千葉の船

橋にあるサッポロビール工場を見学し
たり、試飲会で好きなものを飲んだり

して楽しんだ後、海浜幕張駅に到着。

ここで自由行動になり、巨大な建造物
の建ち並ぶ幕張メッセ周辺を、吉田さ

んに案内して頂く。 
 その後、シャープシアターを体験、

見学してから大学本部まで歩いた。暑

さの所為も有り、図書館に着いた時は
やっと辿り着いたと云う思いで、ほっ

とした。 
 まず図書館のビデオ室で、ウルトラ

セブン・ウルトラＱのビデオを見た。

ずっと昔子供達と見たテレビ映画だっ
たので、ただ懐かしがってみていたら、

それが今日の研修課題の一つであると
言われ、面食らってしまった。それで

も色々な意見が出て決着の付かないま

ま夜に持ち越した。夕方、セミナーハ
ウスに入り、鍵を貰って自分の部屋に

落ち着く。夕食は、外に出てステーキ
ハウスで好きなものを食べる。満腹感

を味わいながら、夜の町を彷徨い歩い

て帰ってきた。シャワーを浴びた後、
講義室で又、昼のビデオについて討論

  
学学 生生 団団 体体 ・・

ササーーククルル・・同同窓窓会会

ののおお知知ららせせ   
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発行者 :  新飯田宏 
編集者:  五十嵐、遠藤、星、  
加藤、 松本 、皆川、吉田、 
斉藤、浅野、坂井 

・Internetのホームページは、 
   http://www.dango.ne.jp/ua-kanag/ 

(近々、変更になります) 
・Eメールの宛て先は、 

social@u-air.ac.jp 
・今回の表紙絵と中の絵は、前回
に引き続き吉田万里子さんに描い

ていただきました。次回は、「卒
業と入学」「花」について、特集

をくむ予定です。学生の方の原稿

を募集しております。 
・神奈川学習センターの増築工事

は着々と進んでいます。けれど
も、単位認定試験ではご迷惑をお

掛けすることになると思います。

学生の方々のご協力をお願いいた
します。 
・キャンパス・ネットワークの ID
番号とパスワードを、学習センタ

ー窓口で配っています。学習セン

ターでインターネットと電子メー

ルを行うことができます。 

 
放送大学学生募集 

 
平成 12年度第一学期 

 
 

・出願受付：平成 11年 12月 15日 
                    ～平成 12 年 2 月 15 日  
 
・授業開始：平成 12年 4月 1日 
 
・資料配布：平成 11年 11月 15日か
ら 

 
・興味のある方・入学を希望する方

には、入学手続きや授業内容を記し

ました募集要項と授業科目案内を無

料でお送りします。はがき又は電話

で、神奈川学習センターへ請求して

ください。 

会を始める。年代も２０代から７０代

の年齢差があり、時代の違いは否めな

い。放友会のあり方と今後の見通し等
から話題は、いろいろな方面に広がり、

喧々囂々のディスカッションを繰り広
げ、夜の更けるのも忘れた。矢張り人

生経験の豊かな篠原さんや柴崎さんの

話は、説得力があって、私達主婦だけ
の井戸端会議とは一寸違って面白く為

になるものばかりだった。部屋は冷房
も利いて、テレビもラジオもあり勉強

には快適だし寝心地も良く、ぐっすり

眠れた。朝、散歩を兼ね、朝食の買い
物に出かける。セブン・イレブンで、

それぞれ自分の好みのものを買ってき
て、食堂に持ち寄り、賑やかにお喋り

をしながら食べた。コンビニの食べ物

も案外美味しいのに驚いた。 
２日目の予定は、地球館や海ほたる

等の見学があるが、女３人ともそれぞ
れ用事があり、海浜幕張駅で、皆と別

れた。途中３人とも別々の行動となっ

たが、１０月１９日の学習センターの
研修旅行では、又、逢いましょうと約

束して、メンバーとの絆を深められ、
又自分も有意義な時を過ごせたと思う。

お世話になりました。 
                                      

 神奈川放友会 活動報告（その２） 
                                                 堀籠 悦子 
 「放友会・秋の勉強会」こう銘打っ

た立派な案内状が届いた。バスによる

横浜一日観光である。コースを見ると、

何回か行ったことのある所が多い。中

華街での昼食……これは何度行っても

楽しい。先輩・仲間との食事を楽しみ

に私は参加を決めた。 
 参加者は、吉田会長以下１３名。笠

井幹事のリードよろしきを得て、バス

の二階席の一番前に全員落ち着いた。

横浜駅東口９時出発、みなとみらい２

１地区、海岸通り、横浜ベイブリッジ

を車窓から眺め、スカイウォークでゆ

っくり散歩見学、三渓園へ。ここは美

術愛好家として知られる実業家（生糸

貿易）原三渓（本名・富太郎）によっ

て、横浜市中区本牧に造られた広さ１

７．５万平方メートルの日本式庭園で

ある。この庭園の特色は、四季折々の

自然の景観の中に関西や鎌倉から集め

られた歴史的建造物（国指定重要文化

財）等が巧みに配置されていることで

ある。三渓記念館には、創設者・原三

渓および三渓園に関する資料や美術工

芸品が展示されている。これらを全部

見るにはとても時間が足りず、今度一

日かけてゆっくりと、それこそ梅の季

節にでも来ようと思った。車窓から外

人墓地を見、港の見える丘公園を散策、

草木がとてもきれいだった。お腹のす

いた私たちは、やっと中華街、重慶飯

店へ。次々と出される料理に「うーん、

もうお腹いっぱい！」などと言いなが

ら、結局全部平らげて、しばしの自由

行動。関帝廟でお参りし、三国志の世

界に少し浸り、ポーズをとって記念撮

影。いつものピータンを買ってバスへ

乗り込む。シーバスで港内遊覧し、ラ

ンドマークへ。展望台からの眺めは最

高。そして驚いたのは、この展望料金

（１０００円）もバス料金に含まれて

いたことだ。割安企画だと幹事どのに

感謝！ 
 この後、バスで横浜駅東口に戻るの

だが、放友会は一応ランドマークのレ

ストランで、長谷川大先輩の音頭で、

自己紹介や近況報告の楽しいひととき

を過ごし散会した。 
 この観光で、色んな名所を見ること

ができたのは勿論よかったが、車内な

どでの交流が、私にはより強く印象に

残った。バスでお隣の脇田さんとの健

康談議は楽しく、しかも有意義であっ

た。私は高脂血症を患っているが、食

餌療法で治そうと思った。この会の良

さは、色んな道を歩いて来られた先輩、

仲間との出会いであり、共に放送大学

で学ぶ人間として、お互いを尊重し、

お互いを受け入れることにあるように

思う。 
 「秋の勉強会」の楽しい波紋が会員

全体に広がり、そして次回にはもっと

多くの皆さんとの出会いが生まれるこ

とを祈りながら………。 
                                

放送大学神奈川合唱団活動状況 
 
 新入部員も少しずつ定着し、合唱部
らしくなってきました。 
 練習は月２回、第一・第三水曜日を
原則としていますが、会場の都合で変

更されることもあります。 
 春と秋には、日頃の練習曲を持って、
老人施設のデイケアセンターを訪問し、

合唱を聞いていただいたり、一緒に歌
ったり、ゲームを楽しんだりしていま

す。 
 できれば、今度は、神奈川学習セン
ターの学生の皆さんと「学歌」を歌う

集いや、他の学習センターの皆さんと
も、歌を通しての交流などできれば大

変うれしいと思っています。 
 今までに練習した曲を紹介します。 
野ばら      星の世界 
白いなしの花     夏の思い出 
荒城の月             思い出 
花              いい声だ いい声だ 
夢路より           旅愁 
ふるさと          いかで君と別れゆかん 
ともしび          学生歌 
峠のわが家           夢の世界を 
一週間         諸人こぞりて 

仰げば尊し          ホワイトクリスマス 
巣立ちの歌            学生時代 
花の街              希望 
アベマリア       すすき 
ラサ・サヤンゲ    ほろほろと 
ともしび  切手のないおくりもの 
静かな湖    小さい秋みつけた 
ねんねんねむれよ       つぐみの子 
希望のささやき 白ばらは雨にぬれ 
 

 


